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ことばに乗せて，

　「相手のこころを開くことば」
鶴岡　本日は，お忙しいところ最高裁判所
においでいただき，ありがとうございま
す。山根さんは，ＮＨＫアナウンサーと
して対談番組などでご活躍され，また，「こ
とば」に関するエッセイ集を出版してい
らっしゃいます。本日は，「ことば」を扱
うプロとしてのいろいろなお話を伺いた
いと思っております。
山根　よろしくお願いします。
鶴岡　これまで数多くの方々と対談をされ
てきたと思いますが，どのように相手の
方に心を開いていただいたのですか。ず
いぶんと工夫を重ねてこられたのではあ
りませんか。
山根　一粒飲めば効くような特効薬みたい
なものはありませんね。ケースバイケー
スで，誠心誠意，相手に向かっていくし

かありません。また，人間誰しも「自尊心」
という名の一匹の虫を胸に飼っています。
その虫を傷つけないでどう扱うかという
のが大切であると思っています。
鶴岡　それは，家庭裁判所調査官の面接に
も言えることですね。家庭裁判所調査官
は，心理学，教育学等の専門性を活かし
て，離婚や相続等を扱う家事事件の当事
者や非行を犯した少年と面接をし，その
内容を裁判官に伝えるということを主な
仕事としています。家庭裁判所調査官は，
その人の心は本当のところはどうなのか
という一番大事なことを引き出すために，
当事者や少年，その被害者と誠実に真剣
に向き合い，また，相手の人格を尊重し
つつ，話を聴くようにしています。
山根　家庭裁判所調査官というのは，裁
判官の判断材料を収集するというインタ
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こころを届ける

ビューの専門家なのですね。アナウンサー
のインタビューも，自分を出すのではな
く，相手の方が本当に自由に話していた
だけるように，一番いいところを引き出
せるようなインタビューを心掛けるとい
うのが特徴ですから，そういうところは
共通していますね。
　　ところで，テレビや新聞で報道されて
いるような重大な事件を犯した少年と面
接されるときは，どのようなことを大事
にしていらっしゃるのですか。
鶴岡　基本的には，どんな少年と会うとき
でも，その少年の心に何が住んでいるか
を見つけることが第一ですが，特に重大
な事件を犯した少年について，その核心
に触れていくことは大変難しいように思
います。聞いてほしくないことや，自分
でもよくわかっていないことを聴く必要

があるわけですから，まず，事実を細か
く聞いています。その少年の悪い点も，
良い点も，トータルに事実を聴いていき
ます。そうすることによって，少年に自
分自身を再構築させ，さらに，自分の気
持ちや自分の問題点を言語化させ，それ
を反省につなげていくんです。こうした
プロセスを通じて，少年が被害者の痛み
をきちんと受け止められるようになって
いくと思っています。
山根　これは比較にならないかもしれませ
んけど，私たちも美術番組でアーティス
トの方にインタビューをするのですが，
そもそも美とか，アートというのは言葉
にならないから，作品にしようとしてい
るわけですよね。でも，そこを何とか言
葉にしていただかないと，私たちの番組
は成立しませんから，何とか言語化して
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いただけるように手を代え品を代え話を
聴いていくわけです。すると，中にはそ
んなの言葉にならないからこうやってる
んだと怒る人もいますけれど，話し終わ
ると，今までの自分をもう一回整理する
ことができて，またここから新しく出発
できるような気がするとおっしゃる方も
大勢いらっしゃるんです。自分の中に漂っ
ていて，言葉にならないものを言語化す
る作業は，一人では苦痛で，なかなかで
きない作業だということなんでしょうね。
鶴岡　そうですね。誰かが聴いてくれない
とできないし，大変な作業ですね。ただ，
それだけに得るものは大きいように思い
ます。私たちと会ったこと，話したこと
が，少年にとって意味があるようにと，
いつも願っております。先ほど，手を代え，
品を代え話を聴くとおっしゃいましたけ
れど，何かコツのようなものはあるんで
しょうか。
山根　抽象的な質問では，大雑把な答え
しか返ってこないような気がしますか
ら，一つ一つ具体的な質問をしていく，
ディテールの積み重ねだと思います。そ
れによって，その場で，自分の中を探り
直して，今の自分を表現する言葉を再構
築しなければならない状況に相手を追い
込んでしまうということではないでしょ
うか。

　「専門職から総合職へ」
鶴岡　インタビュー以外にも，番組の構成
や企画に携わった経験もおありだと伺っ
ていますが。
山根　そうですね。ＮＨＫスペシャルやＥ
ＴＶ特集，ラジオ深夜便のインタビュー
番組などを制作しました。アナウンサー
の仕事の基本は，アナウンスメントの専
門性といわれる，読むこと，インタビュー，
司会，中継です。最近は，これにプラ
スして，番組とは何か，どこを目指して
いけばいいのか，どういう組み立てにす
れば視聴者に分かりやすいのか，視聴者
にとって面白いのはどういう情報かを分
かっていることが求められています。私
は，これを「番組力」と呼んでいます。
アナウンスメント力と番組力，この二つ
のどちらが欠けても，アナウンサーとし
ては成立しない時代になっていますね。
鶴岡　時代とともにアナウンサー像も変
わってきたということでしょうか。
山根　かつてのアナウンサー集団の中に
は，アナウンスのことだけしか分から
ない偏った人もいて，専門性の部分で
は非常に高いものを持っていても，全
体像を見るのが苦手な人もいました。今
では，アナウンスの専門性にプラスし
て，ジャーナリスティックなセンスや
番組的なセンスも持たなければならな
い時代になりましたから，ハードルが
高くなっています。
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鶴岡　家庭裁判所調査官にも，かつては例
えば少年事件にかかわると少年のことし
か頭になくて，その事件が周囲に与えた
影響とかそういうことにはあまり目を向
けず，とにかく少年のためにということ
に重きを置いた人もいたんです。しかし，
今はバランスよく全体を見ながら事件を
担当するという意識に変わってきていま
す。そして，裁判所全体としてどういう
取組みをしていくべきかを考えて，自ら
いろいろな企画・発案をし，積極的に新
しい仕組み作りにも取り組んでいます。
家庭裁判所調査官の仕事も，個々の事
件を調査して報告書を書くだけではなく
なってきて，随分広がりが出てきたよう
に思います。
山根　そういう意味で専門職というのは時
代とともに同じような足取りをたどるも
のなんですね。
鶴岡　今はどんな専門職でも総合力あるい
は組織感覚というのを持たないと本当の
専門家とは言えなくなってきているので
はないでしょうか。

　「ことばは体験から」
鶴岡　先日，ＮＨＫ「クローズアップ現代」
で「脳科学で防ぐキレる子」という番組
を拝見いたしました。最新の脳科学の研
究によれば，「キレる子ども」を防ぐため
には，子どもの感情を生み出す「アクセル」
となる扁桃体をちゃんと成熟させて活性
化した上で，感情を制御する「ブレーキ」
の役割を担う前頭前野を刺激しなければ
いけないようですね。
山根　番組をみていただき，ありがとうご
ざいます。人と人とが触れあうコミュニ
ケーションの実体験によって感情制御能
力を高めるという話でしたね。少年事件
を扱っている立場から，このようなコミュ
ニケーションについてどのようにお考え
ですか。
鶴岡　家族間，親子間におけるコミュニケー

ションが十分にとれていないという事案
をよく聞きますが，このコミュニケーショ
ンの減少は社会全体の問題になっている
ように思います。
山根　昼間，母親と子どもだけの家庭に
なってしまうと言葉がいらないでしょう
し，二人だけでできる体験というのは非
常に狭くなりがちなのではないでしょう
か。そのために，本来コミュニケーショ
ンをとるために必要な子どもたちの言葉
をなかなか養うことができず，コミュニ
ケーションが希薄になってきているよう
に思います。
鶴岡　確かに，最近の子どもたちは私生活
での体験というのが非常に貧弱なもので
すから，なかなか子どもたち自身の本当
の言葉が出てこない傾向にあり，コミュ
ニケーションが難しくなってきているか
もしれません。そこでこのような問題意
識から，家庭裁判所では，少年に，福祉
施設での介護の手伝いや，地域の清掃活
動への参加など，意図的に場面を設定し
て，いろいろな体験をしてもらおうとい
う取組み，これを教育的措置というので
すが，そのようなことも行っているんで
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すよ。
山根　家庭裁判所でそこまでやっていらっ
しゃるんですか。
鶴岡　そうなんですよ。そういう体験を
すると，今までは悪いことして申し訳
なかったと言うだけだった子どもでも，
言葉が増えて，自分は被害者にこんな
苦しみを与えて申し訳なかったなどと
いう被害者の立場に立った具体的な言
葉が出てきたりするんです。それだけ
体験の力というのは大きな力になるん
ですね。
山根　以前担当していた番組の中で出会っ
た，日本全国の片隅に住んでいて，とて
もすばらしい生き方をしている方々の言
葉に，私はとても感動しました。本当に
私の心に届く言葉というのは観念じゃな
い，生活に密着した多くの体験や，日常
の積み重ねの中から本人が学びとった実
体験に基づいて獲得した言葉だなという
ことを感じましたね。
鶴岡　やはり，コミュニケーションに求め
られている相手の心に届く本当の言葉と
いうのは，体験に根ざしていないと出て
こないということでしょうね。

　「一アナウンサーから
 女性管理職へ」
鶴岡　山根さんは，昨年，女性としてはＮ
ＨＫ初のアナウンス室長に就任されたと
いうことですが，現場を離れてしまって，
寂しいと思われることはありませんか。
山根　自分でもびっくりするぐらい，全く
未練がないんです。室長になった後しば
らくは，現場と両方やっていたのですが，
もう想像を絶する大変さだったものです
から，去年の秋の時点で３月いっぱいで
番組を降りて行政職に専念しますと申し
出た後は，もうこの３月が待ち遠しくて，
待ち遠しくて（笑）。ただ，地方に出てい
ろいろな町や村の人とゆっくり話をした
り，アーティストの方とじっくり話をし
たりする機会がなくなったことは本当に
残念ですね。
鶴岡　山根さんは，自分を切り替える力も
人一倍お持ちなんですね。
山根　けれど，アナウンス室長になって初
めて会議に出たときには，私は，耳が悪
くなったのかしらと思ったんですよ。会
議の中の言葉は，それまでに聞いたこと
がない語

構

彙
広

があって，意味がわからなかっ
たんです。

対　談

【やまね・もとよ】
　山口県生まれ。1971年，ＮＨＫにアナ
ウンサーとして入局。大阪放送局勤務を
経て，東京のアナウンス室で「女性手帳」，
「小さな旅」，「ラジオ深夜便」，「新日曜
美術館」などを担当。女性アナウンサー
の第一人者として活躍され，現在はＮＨ
Ｋアナウンス室長として全国のＮＨＫア
ナウンサーを纏

まと

める仕事をされている。
　「ことばほどおいしいものはない」，「こ
とばで私を育てる」など，ことばをテー
マとした多数の随筆やエッセーを執筆さ
れている。




